
 ２月５日（日）、「久玉小学校 閉校式」を終えること 
ができました。これまでの感謝の気持ちを伝える式にでき 
たと思います。 
 明治７年、男女の別なく全ての子どもに就学を求める教育改革
が進められる中、久玉小学校は誕生しました。 
 開校以来、どの時代も進んで学び、たくましく、仲間とともに
成長する子どもたちによって、久玉小学校の歴史は一歩ずつ刻ま
れていきました。１４３年という長きにわたり、久玉小学校は地
域とともに歩み続けながら輝かしい歴史と伝統を築いてきました。 
 本年度、久玉小学校最後の在校生１０８名も、これまで築き上
げられてきた伝統を引き継ぎ、さまざまな教育活動に一生懸命取
り組んできました。運動会や水泳記録会、陸上記録会、音楽会、
持久走大会では、応援していただいた多くの保護者の皆様と一緒
に、感動のひとときを共に過ごすことができました。また、閉校
式後に開催した学習発表会でも、子どもたちの堂々とした発表に
大きなご声援をいただき感謝しています。体育館は、保護者や地
域の方でいっぱいになり、子どもたちは緊張とやる気で輝いてい
ました。 
 日常の生活でも、授業中の発表や縦割り班でのあいさつ運動、
無言掃除などに取り組み、最後の締めくくりにふさわしい頑張り
を見せてくれました。友だちに温かい言葉を使い、そしてやさし
く声をかける子どもたちに成長してくれたと喜んでいます。 
 開校以来、常に温かく学校を見守り、ご支援くださいました保
護者の皆様、地域の皆様、卒業生の皆様、そして閉校記念事業実
行委員会の皆様に深く感謝申し上げます。 
 平成２８年度も残り２ヶ月です。これからが本当の意味での久
玉小学校の締めくくりです。各学年を立派に修了させ、最高学年
として学校をリードしたくれた６年生２０名に感謝の気持ちを込
めて久玉小学校最後の卒業式をつくりあげます。それまでは気を
引き締めていきます。 

～校長室より～

Our ties will be more strong 

Our ties is forever 平成２９年２月８日 
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通信もホームページでは、カラーです。見てくだ

さいね！拡大確認も可能です！このごろ忙しく

て更新が遅れていますががんばります！ 

  久玉小の143年の歴史の中で、とても大切な節目となる、「天
草市立久玉小学校 閉校式」が平成29年2月5日日曜日、開催さ
れました。 これまで、久玉小を巣立っていった卒業生4953名、そ
して在校生をあわせると5061名を代表して、108名の久玉っ子
は、立派な態度で閉校式に参列しました。 
 その歴史的瞬間に、私たち（児童・保護者・職員）はここ久玉小
で同じ時代（とき）を過ごしました。 
 
 
 
 このようなタイミングというものはなかなかないものです。 
 このステキな偶然に感謝しながら、あと2ヶ月後の凛とした幕
引きと同時に、新生牛深東小の円滑なスタートを応援する責
務を担い、新しい伝統を一緒に創っていきましょう。 
 そのために大切になってくるのは、これより2ヶ月の学校生活
の過ごし方です。この2ヶ月をどう過ごすかで、春が変わってき
ます。子どもさんへの声かけをお願いします。 

(答え：前前前世（ＲＡＤＷＩＭＰＳ）  
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答
え
は
こ
の
通
信
の
右
下
で
す
） 

  引き続きおこなわれた学習発表会でも、子どもたち
と担任の先生のここまでのがんばりに拍手でした。 
  何度も何度も練習し、「このままじゃだめだよ」「恥ず
かしがってちゃ伝わらない」「もっと伝えようとしない
と・・・」という声が練習会場である体育館や多目的室
からもれ聞こえてきました。なかなか難しいですよね。 
  そんな中、がんばろう、練習の成果を出し切ろうとし
た子どもたちに拍手をお願いします。 
  そして、学校では、何かが終わったわけではありませ
ん。これからも一日一日を大切にがんばっていきます。 


